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平成２５年度財団新任及び転入
◆ 環境文化村センター（宮之浦
                      
 
 
 
 
◆ 環境文化研修センター（安房

 
 

 
 

寺田
て ら だ

 太
た

久
く

己
み

（事業課長）

4月１日付けで屋久島町より参

島より沢山の情報発信が出来る様、頑張

～インストラクター便り～ 工藤

前回のトコジラミに引き続き、今回

した「夜の昆虫観察」というプログラム

耳の中に「わさっ」と入ってくる感覚

しても出てこず耳の奥をくすぐるため

の耳を覗き「いたっ！おっきい」と少

を取り出しました。出てきたのは『トビケラ

います。幼虫は水中で生活し、その多

虫を調理して『ざざむし』という名産品

いっぱいに広がる佃煮味でした。都会

まずは落ち着いて病院で手当を受けてください

怖い昆虫ばかり紹介してしまいましたが

です。屋久島の皆様が昆虫にもっと親

月中旬から環境文化村センターで昆虫展

で詳細は未定ですが、前回紹介したトコジラミや

の方々の標本コレクションなども予定

 

～トピックス～ 
まるりんが

さと産業祭り

之間)に参加しました

お姉さんと子

く踊りました

 

竹本
たけもと

 准
じゅん

（研修課長） 
奄美大島から赴任しました。あこがれの

島の将来を考えてがんばりますので、よろしくお

ます。 

永岡
ながおか

 知子
と も こ

(インストラクター
事業課から研修課へ異動になりました

島の魅力を新・再発見して、多くの方々

できたらと思います。 

福元
ふくもと

 豪士
た け し

（インストラクター

自然・文化・人の魅力あふれる

体験を通して多くの方に屋久島の魅力を

よう頑張ります。 

転入職員紹介  ＜両施設ともお気軽にお
宮之浦） ◆    

                       

安房） ◆ 

◇◇◇財団の活動報告

「まるごと屋久島研修講座

４月に新しく屋久島に来

るごと屋久島研修講座 里編

（４月２７日）」の２回を

ら「一人では気付かない植物

フの解説付きでよく分かった

の生活が楽しみです」「季

節ごとにやってほしい」と

いう声が聞かれました。 

） 
参りました。屋久

頑張ります。 

工藤 雄太 『私に取りついた虫 ～耳の中に虫が
今回も虫から受けた被害をご紹介します。研修センターでは

というプログラム（光を使い虫を集め観察する）があります。

感覚があり、あっと思った時には何かが耳の奥で暴

をくすぐるため、パニック状態に陥った私を同僚が徳州会病院

少し嬉しそうな若い医師は、オリーブ油を私の耳

トビケラ』というチョウ・ガに近い仲間で日本では

多くが糸で砂利をつなぎ合わせて巣を作ります。

名産品になります。私も食べたことがありますが、

都会でも耳に昆虫が入ることは稀ではないそうです

けてください。 
してしまいましたが、人に害を及ぼす昆虫はごく一部 

親しみをもってもらえるように、今年の８ 
昆虫展を企画しています。まだまだ準備段階 

したトコジラミや今回のトビケラの展示、島民 
予定していますのでご期待ください。 

が屋久島町ふる

り(４月２８日尾

しました。歌の

子ども達と楽し

りました！！ 

耳

宮下
みやした

 奉
とも

文
ふみ

（総務企画課主査

初めての離島勤務で

が、世界自然遺産である屋久島

思っています。よろしくお願いします

あこがれの屋久

よろしくお願いし

牧
まき

 賢
けん

太
た

（研修課主査

屋久島の自然だけでなく

だまだ知らない事を発信しながら

いきたいと思います。 

インストラクター兼事務員) 
になりました。 

々とそれらを共有

小西
こ に し

 祐
すけ

伸
のぶ

（インストラクター

北海道出身です。生

趣味は自転車・山歩きです。

久島も楽しみです。 

インストラクター） 
あふれる屋久島。  

を伝えていける

にお立寄りください＞ 

活動報告◇◇◇ 

屋久島研修講座」大盛況！！ 

来られた方を対象に「ま

里編(４月２０日)・山編
を開催しました。参加者か

植物や虫のことがスタッ

かった」「屋久島のこれから

季 
と 
 

が！編～』  
センターでは研修生を対象に

。そのリハーサル中、突然

暴れていました。どう対処

病院へ運んでくれました。私

耳に注ぎ、見事な手際で虫

では約４３０種が知られて

。また、長野県ではその幼

、味は濃厚な川の香りが口

ではないそうです。もしそうなった場合は、

耳に進入したトビケラの一種 

総務企画課主査） 
で少々、とまどっております

屋久島を存分に堪能したいと

いします。 

研修課主査） 
だけでなく文化や歴史など、ま

しながら、そして自分も学んで

インストラクター） 
生き物、植物が大好きで、

。雪も好きなので、冬の屋


